
豊かな、ハノイの建築市場

井口　栗原ベトナム社に異動となった経緯を教えてく
ださい。
紙谷　栗原工業で何件か現場を経験するなかで、仕事
が何となくマンネリ化していると感じていた 30 歳の
時に、たまたま私の後輩に海外勤務の話があり、後輩
が海外勤務を渋っていたので、私が会社に海外勤務を
申し出たのがきかっけです。

　先月、帝京大学学修・研究支援センター特任准教授
の森吉弘氏の紹介による、ベトナム人の事業家・ユー
ン氏が開催した取引先への感謝会に出席した際、ハノ
イに本社を構える栗原ベトナム社を取材した。栗原ベ
トナム社は 1995 年に開設し、社員数 276 名
（2019 年 1 月 1 日現在）を抱え、2018 年は受注高
37 億円、完工高 39 億円を上げている。紙谷祥一郎・
栗原ベトナム社取締役社長にベトナム市場について話
を伺った。

対し、ホーチミンでは現地あるいはシンガポール、マ
レーシアの投資案件のアパート、ホテル、事務所ビル
などが中心となっています。
井口　それらの工事は、日本でいうゼネコンの下請工
事という形態なのでしょうか。
紙谷　電気工事、空調工事及び給排水衛生工事を手掛
けていますが、受注形態はいろいろです。日本同様、
ゼネコンに見積を提出させていただき、ゼネコンから
発注をいただくこともありますが、見積書をお客様に
直接提出させていただき、お客様が我々を選定されて、
お客様の指定業者としてゼネコンの下請業者として入
ることも、けっこう多いです。これは日本でいうコス
トオン契約に似た契約方式です。
　また電気工事や空調工事のことをあまり知らないお
客様は、日本でいう設計事務所のような役割をしてい
る、こちらではコンサルタントと呼ばれる会社に「あ
なたたちに一任するので、安くて良い業者さんを選ん
でください」と言って、コンサルタントに業者選定を
任せる会社も多いです。
井口　コンサルタントに一任した場合、施工上で問題
が起こったときは、どのように処理されるのですか。
コンサルタントが担保するのでしょうか。
紙谷　コンサルタント業務も多種多様でありますが、
主として入札（業者選定）業務、設計業務に分かれます。
設計業務のコンサルタントがいる場合は、設計に対す
る問題が発生した場合は、コンサルタントが担保する
ことになります。我々は施工会社であるので、施工上
のミスやトラブルに対しては責任を持つこととなり、
契約履行保証状の発行を要求されたり、保留金を取ら
れるというのは、ごく当たり前のことで、担保の責任
はもちろん私どもにあります。
　またしっかりしたお客様はコンサルタントとは別に
ＣＭ（Construction Management）会社を雇って、
私どもがきちんと現場で仕事をしているかを管理させ
るケースもあります。CM の仕事は、日本ではゼネコ
ンがしっかりと仕事をするので、あまり聞きなれない
と思いますが、海外では想像を絶するような手抜き工
事が行われることがありますので、CM 会社の需要が

　そもそも、栗原工業が海外で事業を行っていること
さえ知らなかったですし、海外へ行こうなどとは夢に
も思ったことはありませんでしたから、英語を話すこ
とはまったくできませんでした。だからといって栗原
ベトナム社に勤務する前に英語を勉強したのかという
とそうではなく、英語は、仕事を通じて覚えていきま
した。英語で話し、英語を聞き取らなければ、仕事が
できないので、仕事をすることを最優先しているなか
で、自然と英語力が身に付きました。
井口　栗原ベトナム社は 1995 年の設立で、来年で設
立 25 年を迎えます。紙谷社長は栗原ベトナム社での
勤務が 15 年になりますが、入社当時のベトナムの状
況はどのようなものだったのでしょうか。
紙谷　設立当時の詳しいことは私もよくは分かりませ
んが、設立当時の 1995 年というのは、国自体として
は、ある程度の成長段階に入っていましたが、まだま
だ外国人が国の仕事を受注できるような状況ではな
かったので、ほぼ開店休業状態だったようです。
　私がベトナムに異動した時期は中国で反日デモが起
こり、日系の製造業の方々が中国で物を作るのがなか
なか難しくなり、中国プラス１という認識が日本の企
業間で広まりました。弊社はベトナムの内需が強まっ
たことだけではなく、日系の製造業の方々のベトナム
投資が活発になったため、お仕事をいただけるように
なったと理解しています。
井口　現在の状況はいかがでしょうか。
紙谷　ベトナムにはハノイとホーチミンという２つの
有名な都市がありますが、弊社はハノイに本社を置き、
ホーチミンが支社という形になっています。ベトナム
の中央部に位置するダナンでもプロジェクト対応で何
度か仕事をしましたが、今のところ拠点は持っていま
せん。ハノイ、ホーチミン、ダナンの３都市がベトナ
ムでは有名ですが、個人的には、ハノイが政治の都市
であるのに対し、ホーチミンは商業都市というまった
く異なったイメージの都市だと思います。
　弊社は学校、アパート、ホテル、工場など、いろい
ろな分野の総合設備工事を手掛けています。ハノイで
はさまざまな日系企業の工場が中心となっているのに

ムのトップクラスになることは、難しいと思います。
井口　ベトナムのＧＤＰは世界で 47 位ですが、一人
当たりのＧＤＰは 137 位と低いので、今後、国民生
活が改善されるのにともって、建築投資の拡大が予想
されます。
紙谷　建設投資拡大に伴い、弊社の業績も拡大してい
くと思いますが、前述のように大型案件は、かなり高
い確率でベトナムの会社が受注します。トップがベト
ナム人であればいろいろと機会があるのかもしれませ
んが、残念ながら現状弊社は日本人がトップの会社で
すので、ベトナム人有力者との関係性が希薄であり、
ベトナムの公官庁の仕事やインフラ投資等の大型案件
は難しいので、建築投資が拡大するなかで売上を大き

あるのではないかと思います。
井口　日本では、1 件あたりの工事請負金額が一定の
金額を超える場合、工事を請け負う会社は建設業の許
可が必要ですが、ベトナムはどうなのでしょうか。
紙谷　公式には許可が必要です。受注できる工事の規
模は、それまでの工事実績等によって決定されます。
井口　栗原ベトナム社は、ベトナムの電気工事会社と
してはトップクラスに入るのですか。
紙谷　残念ながら違います。日系企業、現地企業とも
に弊社より大規模な会社は多々あります。ベトナムの
公官庁の仕事やインフラ投資等の大型案件は日本から
の ODA 案件でもない限り、弊社のような外資系企業
が受注することは非常に難しいので、なかなかベトナ

社員に与えていると思いますので、それが離職率低減
に効を奏しているのかは分かりませんが、他社に比べ
ると残ってくれていると思っています。
井口　栗原ベトナム社全体の売上では、ハノイ本社と
ホーチミン支社ではどちらが売上は多いのですか。
紙谷　売上比率的には、ハノイ 40 に対してホーチミ
ンが 60 くらいです。ただし収益性という観点では、
ホーチミンのほうが現地のお仕事をさせていただいて
いるため厳しく、収益比率はハノイ、ホーチミンほぼ
同じ程度です。
井口　栗原ベトナム社と同じように、施工を担う協力
会社も投資省の許可証をもっているのですか。
紙谷　持っています。協力会社にはだいたい 10 人前
後の社員がいます。その下にワーカーさんと呼ばれる
季節労働者のような人がいて、協力会社の社員の方々
がワーカーさんにいろいろと指示しています。協力会
社の社長はかなりしっかりした方が多いですが、仕事
が多忙で会社としての業務を忘れてしまうこともまま
あるようですので、協力会社の状況も定期的に確認す
る必要があります。
井口　現場では、20 歳代前半の現場代理人が同年代
の人たちや年上の社長に指示を出すわけですが、日本
では、協力会社の社長が経験豊かな人であれば、元請
の代人は高圧的な態度はまず取りません。
紙谷　元請、下請といった、会社の序列的なことに関
しては、ベトナムの方は結構気にされている気がする
ので、年下の代人が高圧的な態度を取ったとしても、
ビジネスである以上、受け入れているようです。
　ただ、現場に携わる人たちを一つのチームととらえ
た場合、高圧的な態度を取る代人と、一緒になってチー
ムとして盛り上げていこうと考える代人とでは、工事
の収益性や品質になんらかの差が生じるのは当然だと
思います。
　これは私の個人的な感覚ですが、社会的な地位や学
歴による特権意識は日本よりもベトナムの方が強い気
がします。弊社の新入社員が現場作業のことを何も知
らないのに、協力会社の方々に非常に偉そうな態度を
とっていることがあります。このようなことをしてい

く増やすことには限界があると考えています。
井口　市場性を伺う限りでは、売上を増大できる可能
性はホーチミン市場の方が高いと思われます。
紙谷　それは、そうかもしれませんが、顕在需要や潜
在需要はハノイにもありますので、現在、行っている
ホーチミンでの非日系企業から受注しているスタイル
を、ハノイでも実践していかなければいけないと思い
ますし、そうすることによってハノイでもチャンスは
あると思っています。
　過去 15 年間にわたっていろいろ経験させてもらっ
たなかで、日本人が頑張ってベトナム市場を拡大する
時代はもう過ぎているような気がしますし、むしろ、
ベトナム人の方に任せ、ベトナムの方に頑張っていた
だき現地の仕事の割合を徐々に増やしていければ、私
としては嬉しいですね。

入社後 3 年以内に社員の半分が辞めてしまう離職率

井口　シンガポールではジョブホッピングという、日
本の転職にあたる動きが顕著だと、栗原工業の栗原祥
浩常務にインタビューした際に伺いましたが、ベトナ
ムでも状況は同じなのでしょうか。
紙谷　ジョブホッピングの動きは凄くあります。社員
は、ハノイの本社に 86 名、ホーチミン支店には 160
名いますが、そのうち日本人が６名で、残る 240 名
はベトナム人です。ベトナム人社員は入社後 3 年以内
に半分くらいの社員が辞めてしまうようなイメージで
す。入社 5 年を過ぎますと離職率が 20％以下、10
年を過ぎて日本でいう部長クラスの役職で 10％以下
となるようなイメージです。
井口　ちなみに部長クラスで平均何歳ぐらいですか。
紙谷　30 歳代中ごろです。課長が２０歳代後半です。
ベトナムの平均年齢は 31 歳と、非常に若い国で、弊
社でも私（当年 45 歳）より年上の社員は数えるほど
しかいません。
　30 歳代の部長になるとそれなりの給料をもらえま
すし、弊社では比較的、決裁権や裁量権をベトナム人

部分では似ている
ところがあるのか
もしれません。

社員教育が課題

井口　採用に関し
ては、社長も関与
するのですか。
紙谷　私が面接す
るのは限られた職
種や立場の方だけ
です。採用面談に
来ていただく若い
方は、日本語はも
ちろん英語も話せ
ませんし、私もベ
トナム語は話せま
せんから、面談も
できません。人事
担当のベトナム人
社 員 が 採 用 に 当
たっています。
井口　具体的な採
用基準はあるので
すか。
紙谷　具体的なも
のはありません。
採用基準となる具

体的なものがあればあるに越したことはありません
が、あっても、やっぱり分からないと思います。その
ことが離職率の高さに繋がるのかもしれませんが、忙
しければ、来る者は皆雇って、とりあえず現場に行か
せるというのが現実です (笑 )。
井口　新入社員教育制度はあるのですか。
紙谷　まったくないわけではないですが、ないに等し
いと思います。弊社現場担当者からは、人が足りない

ると、みんなで協力して仕事を進めていくことは難し
いと思いますので、弊社の仕事に協力していただいて
いるという感覚を弊社社員にはもっともってもらいた
いです。
井口　ベトナム人の方は家族や親、先祖をとても大切
にすると伺っています。
紙谷　それはあります。年上を立てるというようなこ
ともあります。そういった意味では日本人と本質的な

思います。
井口　3 カ月や半年で辞めるのなら、3 カ月教育して
も徒労に終わります。
紙谷　社員教育がないので、ヤル気がある社員も何を
していいのか分からなくて辞める、ということももち
ろんあると思いますし。
　でも、どうせ辞めるから教育しても無駄だというこ
ともあります。難しいですね (笑 )。
井口　日本では、働き方改革の実施が叫ばれています。
紙谷　本社からもとにかく無茶な受注をして社員に負
担をかけないように、と口酸っぱく言われています。
でも弊社のベトナム人スタッフは、「行けー‼」です
から。
　今の日本の流れを理解していないからかもしれませ
んが、本当に、働き方改革や社員ファーストが過度に
叫ばれていいのかなと思っています。

といっても何も知らない人間を現場に送り込まれても
困る、会社として新入社員教育をもっとして欲しいと
言われています。
井口　なぜ、社員教育が難しいのでしょうか。
紙谷　ベトナム人の方々は他人に仕事を教えることを
嫌がると聞いたことがありますし、弊社でもそのよう
な風潮があります。
井口　教えることが嫌なのですか。
紙谷　はい。自分の技術を教えたら、自分の立場が脅
かされるという意味で教えたくないのです。だから、
なかなか教えたがらない。
　でも、人が足りなくて雇っても、何も知らないので
こんな人はいらない、といったことを続けていくと、
どうなるのか。いずれ疲弊しますよね。
　ですから、雇った社員をどのように教育していくの
か、という課題に真剣に取り組まなくてはいけないと

用だと聞いています。ですから、バイク
は曲がる時は後ろも確認せずに急に曲が
るので、車は常に「ブブー」っと、自分
がバイクの後ろを走っていることをア
ピールしないと、いつ、ぶつかるか分か
らないので、バイクも車もひっきりなし
にクラクションを鳴らしているらしいで
す。
井口　危ない、と相手に注意を促すとい
うよりも、自分自身の存在を相手にア
ピールするためのクラクションなんです
ね。(笑 )
紙谷　是非、内側に向いているバックミ
ラーを付けたバイクをご覧になってくだ
さい。男の方は付けたり、付けなかった
りのようですが、でも、けっこう内側に

向いているような気がします。（笑）
井口　車はかなりの収入がないと所有できないので
しょうか。
紙谷　そうですね。この国の最低賃金は１カ月２万円
くらいですからね。関税もあるので、日本で買うより
も車は高いですから。そう考えると、車を所有するこ
とがどれほど凄いことであるのかが、イメージできる
と思います。
井口　ベトナムにおける電気工事業を含む建設業界の
賃金水準や社会的ステイタスはどうなのでしょうか。
紙谷　賃金水準は悪くないと思います。社会的ステイ
タスは下がっているように感じます。やっぱり、IT 系
に人気があって、建設業はどちらかというと嫌われる
傾向にあるようです。
　若い人が憧れるのは IT ですね。我が社でも優秀な
人材を確保することは非常に難しくなっています。幸
い、栗原ベトナム社という社名から分かるように、日
本の企業ということで、まだ、ある程度の人は雇用で
きていますが、100% ベトナム資本の電気工事会社で
は若い優秀な人材を雇用することは、よほど良い条件
を提示しないと難しいと聞いています。
井口　ありがとうございました。

　ゆとり教育を受けた、ゆとり世代がいっとき馬鹿に
されたように、我々もゆとり社会人になってしまって、
日本人がどんどん駄目になってしまう気がします。ベ
トナムの人はもの凄く元気ですからね！！
井口　夕方の交通ラッシュでホテルの前の交差点では
多数のバイクが、まるで競争しているかのように、あ
ちらこちらでクラクションを鳴らし合っていました。
紙谷　この国はエネルギーがあります。私は慣れてし
まっているので普通の風景としてとらえていますが、
日本から来られると、バイクの数の多さに驚くようで
す。
　川で例えると、上流の岩が車で、川で泳ぐ魚がバイ
クだとしますと、本当に、魚のように器用に車をすり
抜けていくなと思います ( 笑 )。まさに、そんな感覚
がありますよね。
井口　危ないからクラクションを鳴らすといった感じ
ではないですよね (笑 )。
紙谷　そうですね。いろいろな方がよく笑い話で、ベ
トナムの車で１番壊れやすい部品はクラクションだと
話しています ( 笑 )。バイクに乗るベトナムの方々は、
サイドミラーが一応付いていますが、ミラーが外側で
はなく内側に向いています。これは、自分の化粧直し
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